
工事用資材等の搬出入に伴う道路交通騒音の予測手順 

 

 日本音響学会の等価騒音レベルの予測計算式（ASJ RTN-Model 2013）により、工事用資材等の

搬出入に伴う道路交通騒音を予測します。 

 

図  工事用資材等の搬出入に伴う道路交通騒音の予測手順 
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事業計画 

環境保全措置 

交通ルートの設定 

工事計画・運転計画 

・工事関係車両台数 

道路交通騒音の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間別等価騒音レベル（LAeq） 

・気象（風向､風速､気温､湿度） 

最大時期の決定（工事中） 

 

小型車換算係数 

現況計算値 

将来計算値 

（一般車両＋工事関係車両） 

道路交通騒音の予測値（LAeq） 

補正後将来計算値 

（一般車両＋工事関係車両） 

小型車換算交通量の算出 

最大時期の工事関係車両台数 

伝搬計算 

（ASJ RTN-Model 2013） 

道路条件や交通条件等によるモデル誤差

を考慮した補正 

交通条件の設定 

道路条件の設定 

・道路構造 

・予測地点位置 

交通量の設定 

・時間別交通量 

・一般車両の将来伸び率
の検討 

・走行速度 

沿道の状況 

現況実測値と現況計算値との差の確認 

別 紙 ３ 



建設機械の稼働に伴う建設作業騒音の予測手順 

 

 日本音響学会の建設工事騒音の予測計算式（ASJ CN-Model 2007）により、建設機械の稼働に伴

う建設作業騒音を予測します。 

 

図  建設機械の稼働に伴う建設作業騒音の予測手順 
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現況騒音の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間率騒音レベル（LA5） 

・等価騒音レベル（LAeq） 

・気象（風向､風速､気温､湿度） 

 

予測地域の設定 

敷地境界における 

予測地点の設定 

近傍住居等における 

予測地点の設定 

伝搬計算（ASJ CN-Model 2007） 

建設作業騒音の予測値（合成値） 

敷地境界における予測値（LA5） 

（建設作業騒音＋敷地境界における現況実測値（LA5）） 

近傍住居等における予測値（LAeq） 

（建設作業騒音＋近傍住居等における現況実測値（LAeq）） 

事業計画 

環境保全措置 

建設機械の設定 

・機械の種類・規模 

・稼働時間 

・稼働位置 

・稼働台数 

・発生源レベル 

・障壁 

工事区域の設定 

最大時期の決定 

 

最大時期の建設機械台数 

現況実測値 

・時間率騒音レベル（LA5） 

・等価騒音レベル（LAeq） 建設作業騒音（予測値） 



施設の稼働に伴う騒音の予測手順 

 

 音の伝搬理論式（ISO9613-1、ISO9613-2）に基づき、施設の稼働に伴う騒音を予測します。 

 

図  施設の稼働に伴う騒音の予測手順 
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事業計画 

環境保全措置 

設備設置計画の設定 

・設備配置計画 

・発生源レベル 

・建物形状、寸法 

・障壁 

現況騒音の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間率騒音レベル（LA5） 

・等価騒音レベル（LAeq） 

・気象（風向､風速､気温､湿度） 

施設の稼働に伴う騒音の予測値（合成値） 

敷地境界における予測値（LA5） 

（施設の稼働に伴う騒音＋敷地境界における現況実測値（LA5）） 

近傍住居等における予測値（LAeq） 

（施設の稼働に伴う騒音＋近傍住居等における現況実測値（LAeq）） 

気温・湿度 

伝搬計算（ISO9613-1、ISO9613-2） 

予測地域の設定 

敷地境界における 

予測地点の設定 

近傍住居等における 

予測地点の設定 

施設の稼働に伴う騒音（予測値） 

現況実測値 

・時間率騒音レベル（LA5） 

・等価騒音レベル（LAeq） 



資材等の搬出入に伴う道路交通騒音の予測手順 

 

 日本音響学会の等価騒音レベルの予測計算式（ASJ RTN-Model 2013）により、資材等の搬出入

に伴う道路交通騒音を予測します。 

 

図  資材等の搬出入に伴う道路交通騒音の予測手順 
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小型車換算交通量の算出 

最大時期の決定（定期検査時） 

 

最大時期の発電所関係車両台数 

小型車換算係数 

事業計画 

環境保全措置 

交通ルートの設定 

運転計画 

・発電所関係車両台数 

（定期検査車両台数を含む） 

道路交通騒音の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間別等価騒音レベル（LAeq） 

・気象（風向､風速､気温､湿度） 

伝搬計算 

（ASJ RTN-Model 2013） 

道路条件や交通条件等によるモデル誤差

を考慮した補正 

将来計算値 

（一般車両＋発電所関係車両） 

道路交通騒音の予測値（LAeq） 

補正後将来計算値 

（一般車両＋発電所関係車両） 

現況実測値と現況計算値との差の確認 

交通条件の設定 

道路条件の設定 

・道路構造 

・予測地点位置 

交通量の設定 

・時間別交通量 

・一般車両台数の 

将来伸び率の検討 

・走行速度 

沿道の状況 

現況計算値 



工事用資材等の搬出入に伴う道路交通振動の予測手順 

 

 道路交通振動の予測計算式（旧建設省土木研究所提案式）により、工事用資材等の搬出入に伴

う道路交通振動を予測します。 

 

図  工事用資材等の搬出入に伴う道路交通振動の予測手順 
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事業計画 

環境保全措置 

交通ルートの設定 

工事計画・運転計画 

・工事関係車両台数 

伝搬計算 

（旧建設省土木研究所提案式） 

現況計算値 

道路条件や交通条件等によるモデル誤差

を考慮した補正 

将来計算値 

（一般車両＋工事関係車両） 

道路交通振動の予測値（L10） 

補正後将来計算値 

（一般車両＋工事関係車両） 

小型車換算交通量の算出 

最大時期の決定（工事中） 

 

最大時期の工事関係車両台数 

交通条件の設定 

道路条件の設定 

・道路構造 

・予測地点位置 

交通量の設定 

・時間別交通量 

・一般車両の将来伸び率
の検討 

・走行速度 

小型車換算係数 

地盤卓越振動数 

道路交通振動の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間別時間率振動レベル（L10） 

・地盤卓越振動数 

現況実測値と現況計算値との差の確認 



建設機械の稼働に伴う建設作業振動の予測手順 

 

 振動の伝搬理論に基づき、建設機械の稼働に伴う建設作業振動を予測します。 

 

図  建設機械の稼働に伴う建設作業振動の予測手順 
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伝搬計算（振動の伝搬理論式） 

事業計画 

環境保全措置 

工事区域の設定 

建設機械の設定 

・機械の種類・規模 

・稼働位置 

・稼働台数 

・発生源レベル 

・地盤の状況 

現況振動の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間率振動レベル（L10） 

建設作業振動の予測値（合成値） 

敷地境界における予測値（L10） 

（建設作業振動＋敷地境界における現況実測値（L10）） 

近傍住居等における予測値（L10） 

（建設作業振動＋近傍住居等における現況実測値（L10）） 

予測地域の設定 

敷地境界における 

予測地点の設定 

近傍住居等における 

予測地点の設定 

地盤の状況 

最大時期の決定 

 

最大時期の建設機械台数 

現況実測値 

・時間率振動レベル（L10） 建設作業振動（予測値） 



施設の稼働に伴う振動の予測手順 

 

 振動の伝搬理論に基づき、施設の稼働に伴う振動を予測します。 

 

図  施設の稼働に伴う振動の予測手順 
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伝搬計算（振動の伝搬理論式） 

事業計画 

環境保全措置 

設備設置計画の設定 

・設備配置計画 

・発生源レベル 

現況振動の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間率振動レベル（L10） 

施設の稼働による振動の予測値（合成値） 

敷地境界における予測値（L10） 

（施設の稼働に伴う振動＋敷地境界における現況実測値（L10）） 

近傍住居等における予測値（L10） 

（施設の稼働に伴う振動＋近傍住居等における現況実測値（L10）） 

予測地域の設定 

敷地境界における 

予測地点の設定 

近傍住居等における 

予測地点の設定 

地盤の状況 

現況実測値 

・時間率振動レベル（L10） 施設の稼働に伴う振動（予測値） 



資材等の搬出入に伴う道路交通振動の予測手順 

 

 道路交通振動の予測計算式（旧建設省土木研究所提案式）により、資材等の搬出入に伴う道路

交通振動を予測します。 

 

図  資材等の搬出入に伴う道路交通振動の予測手順 
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道路交通振動の予測値（L10） 

補正後将来計算値 

（一般車両＋発電所関係車両） 

現況計算値 

伝搬計算 

（旧建設省土木研究所提案式） 

道路条件や交通条件等によるモデル誤差

を考慮した補正 

最大時期の決定（定期検査時） 

 

最大時期の発電所関係車両台数 

将来計算値 

（一般車両＋発電所関係車両） 

小型車換算係数 

小型車換算交通量の算出 

交通条件の設定 

道路条件の設定 

・道路構造 

・予測地点位置 

交通量の設定 

・時間別交通量 

・一般車両台数の 

将来伸び率の検討 

・走行速度 

道路交通振動の設定 

現地調査（現況実測値） 

・時間別時間率振動レベル（L10） 

・地盤卓越振動数 

事業計画 

環境保全措置 

交通ルートの設定 

運転計画 

・発電所関係車両台数 

（定期検査車両台数を含む） 

現況実測値と現況計算値との差の確認 

地盤卓越振動数 



施設の稼働に伴う低周波音の予測手順 

 

 音の伝搬理論に基づき、施設の稼働に伴う低周波音レベルの予測計算を行う。 

 

図  施設の稼働に伴う低周波音の予測手順 
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事業計画 

環境保全措置 

設備設置計画の設定 

・設備配置計画 

・発生源レベル 

・建物形状、寸法 

・障壁 

現況低周波音の設定 

現地調査（現況実測値） 

・G特性音圧レベル（LGeq） 

・F特性音圧レベル（周波数別） 

・気象（風向､風速､気温､湿度） 

施設の稼働に伴う低周波音の予測値（合成値） 

敷地境界及び近傍住居等における予測値（G特性） 

（施設の稼働に伴う低周波音＋敷地境界又は近傍住居等における現況実測値（LGeq）） 

敷地境界及び近傍住居等における予測値（周波数別） 

（施設の稼働に伴う低周波音＋敷地境界又は近傍住居等における現況実測値（F特性）） 

伝搬計算（ISO9613-2） 

予測地域の設定 

敷地境界における 

予測地点の設定 

近傍住居等における 

予測地点の設定 

現況実測値 

・G特性音圧レベル（LGeq） 

・F特性音圧レベル（周波数別） 施設の稼働に伴う低周波音（予測値） 


